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無連結を査定する可能性
一原子価査定テス ト(VAT)か ら見たマイナス原子価一

MedHafsi*

Assessingunconnectedness:Minusvalencyseenthrough

theValencyAssessmentTest(VAT)

要 約

本稿 は、筆者 に よって 開発 された 「原子価査 定テス ト(VAT=ValencyAssessmentTest)」 に関す

るものであ る。その元 々の 目的は、「原子価」、即 ち 「対象 との一定の安定 した形(類 型)に よる結合 と

関係 を可能にす る個人の心的(無 意識的)準 備状態 の類型 を査定す ることである。 しか し、長年VATを

用いて きた結果、VATに は他 の可能性 がある とい うことが分 かった。それ は、VATを 用いて、筆者の

言 う病理的、あるいは 「マイナス原子価 」構 造を査定す ることであ る。従 って、本稿で は、マ イナス原

子価構 造 を反映する査定基準や査 定指標 を詳細 に記述 し、マ イナス原子価 とい う概念の実証性 に注 目を

向ける と共に、臨床 道具 としてのVATの 更 なる可能性 を検討 している。

キーワー ド 原子価論 、マイナス原子価 、原子価査 定テス ト、Bion

はじめに

「原 子 価 査 定 テ ス ト(VAT=ValencyAssessmentTest)」 は 、 筆 者(Hafsi,1997、2007)が

Stockら(1958)のReactiontoGroupSituationTestに 基 づ き、 開 発 さ れ た 文 章 完 成 法 的 な投 影

テ ス トで あ る。 文 字 通 り、VATは 、個 人 の 「原 子 価 」 構 造 を査 定 す るた め の検 査 で あ る。 原 子 価

とは 、WilfredBion(1961)が 化 学 か ら借 用 し、 個 人 と集 団 にお け る 無 意 識 的 心 的活 動 、 との 結

合 を明 らか にす る た め に 用 い た 概 念 で あ る。Bionに よ れ ば 、 原 子 価 と は、 「基 底 的 想 定 を創 り出

した り、行 動 化 した りす るた め に グ ル ー プ と連合 して い くこ とに 関す る準 備 状 態 」(p.116;筆 者

訳)で あ る。

こ の よ う な原 子価 に よる グ ル ー プ ・メ ンバ ー の 結 合 は 、 精 神 的 とは呼 べ ず 、 意 図 的 な行 動 よ り

も植 物 の 向 性 に類 似 した 人 間 行 動 に よ っ て特 徴 付 け られ る水 準 」(p.116、 著 者 訳)、 あ る い は精

神 的 な レベ ル で は な く、 原 始精 神 的(protomental)水 準 にお い て 成 立 す る ので あ る とBionは 述 べ

て い る。 従 って 、 「原子 価 は 、個 人 が グル ー プの 幻 想 的活 動 、 あ る い は 基 底 的 想 定 グ ル ー プ あ る
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い は基 底 的 想 定...に 積 極 的 に参 加 した り、 寄 与 し た りす る こ とが 出来 る ため の...自 発 的 、 衝

動 的 な要 素 で あ り、...人 間 の 行動 に お け る 本 質 的 な」 要素 で あ る(Hafsi,2003;p.37)。 そ う い う

意 味 で 、 原 子 価 は 「人 の パ ー ソ ナ リテ ィ にお け る 群 れ の 特 性 の 自発 的 か つ 無 意 識 的 な 機 能 」(p.

136、 著 者 訳)で あ る とBionは 結 論 を下 して い る。

筆 者 は 、 以上 の 原子 価 の概 念 を採 用 し、 さ らに展 開 させ 、 新 た な理 論 、 即 ち 「原 子 価 論 」 を提

唱 した(Hafsi,2006a,2008,2009)。 原 子 価 論 の 観 点 か ら言 えば 、 原 子 価 と は、(外 部 的 、 内 部 的)

対 象 との 一 定 の安 定 した形(類 型)に よる繋 が り と関係 を可 能 に す る個 人 的 な 心 的(無 意 識 的)

準 備 状 態 で あ る 。 こ こで 言 う 「対 象」 は 、 精神 分析 に お け る対 象 と同 様 で あ り、 外 部 の 人 間 だ け

で は な く、 個 人 内 部 に お け る これ らの 人物 の体 験 と表 象 を も含 む 。 言 う まで も な く、 対 象 は 、 必

ず し も生 きた 者 に 限 る の で は な い 。 先 祖 、 歴 史 上 の 人 物 、 想 像 上 の 人 物 、 無 生 物 等 の あ らゆ る物

や 活 動(例 えば 、 仕 事)も 対 象 の 役 割 を果 た す 場 合 もあ る 。 従 っ て 、 原 子 価 は 、 人 の 対 人 関 係 や

グ ルー プ、 社 会 との 結 合 だ け で は な く、 人 の 欲 求 、 要 求 、 好 み 及 び 、 物 理 的 環 境 と、 そ れ に含 ま

れ る様 々 な活 動 等 の 要 素 との 関 わ り方 と、 そ れ に対 す る認 知 や 態 度 に も反 映 され るの で あ る。

更 に、 原 子 価 の 表 現 方 法 は、 個 人 に よ って 異 な る。 原 子 価 は知 性 的 、 感 情 的 、 行 動 的 に表 現 さ

れ るの で あ る。 従 って 、 人 の 違 い は、 原 子 価 の 「類 型 」 だ けで は な く、 原 子 価 の 表 現 方 法 に もあ

る(Hafsi,1997;2006a)。 即 ち、2人 は同 一 の 原子 価 類 型 を持 っ てい て も、 そ れ を表 す 際 に異 な っ

て くる こ とが あ る。 例 え ば、 一・方 は原 子 価 を感 情 的 に表 現 す る こ とに対 して、 他 方 は そ れ を知 性

的、 ま た は行 動 的 に表 現 す る場 合 が あ る。

既 に述 べ て い る よ うに(Hafsi。1997;2006a;2009)、 原 子 価 論 は、 類 型 論 で もあ る。 即 ち、 原 子

価 に は、 「依 存 の 原 子 価(dependencyvalency)」 、 「闘 争 の 原 子 価(fightvalency)」 、 「逃 避 の 原

子 価(flightvalency)」 と 「つ が い の 原 子価(pairingvalency)」 とい う4つ の類 型 が あ る。 原子

価 論 に よれ ば、正常 な人 は基本 的 に、「多 原 子価 性(polyvalency)」 に よって特 徴 付 け られる(Hafsi,

2006a)。 即 ち 、正 常 で、 安 定 した 人 間 関係 を築 き、 自分 の社 会 的環 境 に適 用 で きる 人 は 、 少 な く

て も2つ 以 上 の 原 子 価 か らな る 「原 子 価 の 構 造(valencyconstitution)」 を持 っ て い る とい う こ

とで あ る。 更 に、 正 常 な原 子 価構 造 は 一つ の 「活 動 的 原 子 価(activevalency)、 以 下 、ACV」 と

幾 つ か の 「補助 的 原子 価(auxiliaryvalency)、 以 下AXV」 を含 む(Hafsi,1997;2006a)。ACVと

は、 人 が 他 者 との 相 互作 用 に お い て 、 また は他 者 に 対 し反応 す る際 に 最 も頻 繁 にか つ 瞬 間 的 に示

され る原 子価 の 類 型 、 言 わ ば 、 主体 の 一種 の 「心 的 顔 」 に 相 当 す る もの で あ る。0方 、AXVは 、

ACV以 外 の 原 子 価 で あ り、 人 がACVに よ っ て対 象 と結 合(絆)す る こ とが 出 来 な い時 に補 助 的

に示 され る原 子 価 で あ る。

VATは 、 上 述 の原 子 価 類 型 を査 定 す る た め に作 成 され た もの で あ る 。従 っ て 、 長 い 間、VAT

を健 常 な原子 価 構 造 や 、 原 子 価 の 類 型 を 決 定す る ため に用 い て きた。 しか し、 長 年VATを 用 い て

きた結 果 、VATに は他 の可 能 性 が ある ことが 示 され た。 即 ち、VATは 、原子 価 の類 型(2006b,2009)

だ け で は な く、 原 子 価 論 にお け る病 理 的 、 あ るい は 「マ イ ナス 原 子 価 」 構 造 の 査 定 の ため に も用

い る こ とが 出来 る と分 か っ た。

要 約 す れ ば 、 マ イ ナ ス 原 子価 に は、 「過 少 の 原子 価(hypo-valency)」 、 「過 度 の 原 子 価(hyper-

valency)」 と そ の3つ の マ イ ナ ス 類 型(-DV、-FV、-FIV、-PV)と 、 「未 分 化 の 原 子 価

一2一



Hafsi:Assessingunconnectedness

(undifferentiatedvalency)」 という病理的形態が含 まれる。

「過少の原子価」 とは、低水準の原子価構造に相当するものである。換言すれば、このような

原子価構造を持っている人は、全ての原子価(活 動的原子価 と補助的原子価)が 低度にあるので、

他者や現実 と安定 した絆を築 くことが出来ない。

「過度の原子価」 とは、強度の原子価構造を意味するものである。即ち、過度の原子価に特徴

付けられる対象(ク ライアント等)は 、一つの原子価だけ(依 存、闘争、逃避、つがい原子価の

いずれか)が 強烈に高 くなっている。この場合のクライアントには、補助的原子価(AXV)が ほ

とんどないので、あらゆる対人関係的状況にその原子価のみで反応 しようとする。その結果、ク

ライアントは安定した対人関係を構築することが出来な くなる。

「未分化の原子価」は、全ての原子価の程度が高 く、無差別に対人関係において活かされてい

るので、対象には一定の 「活動的原子価(ACV)」 がない原子価構造を指し示す概念である。ACV

の欠如によって、未分化の原子価の対象は、関係の相手に自分と繋がるための信頼のあるヒント

を提供することが出来ないので、安定した対人関係が成立しない。なぜならば、比喩的に言 うと、

ACVは 、人のパーソナリティーとその欲求への扉のようなものであると考えられるからである。

本稿では、VATを マイナス原子価構造の査定のために用いる時の諸基準を詳細に記述し、マイ

ナス原子 という概念の実証性に注 目を向けると共に、VATの 更なる可能性を検討 したい。

1.VATに お けるマイナ ス原子価の指標

こ れ らの マ イ ナ ス 原 子 価 の 類 型 は、VATの 結 果 に どの よ うに現 れ る の か 。VATの 結 果 か ら見

れ ば、 マ イ ナ ス 原 子 価 は、1)低 度 の 原 子 価 構 造(LowValencyStructure=LVS)、2)単 一 の

原 子価 構 造(SingleValencyStructure=SVS)、3)多 原子 価 構i造(PolyvalencyStructure=PVS)、

4)低 度 の 協 同 指 標(LowCooperationIndex=LCI)、5)固 定 さ れ た 反 応 パ タ ー ン(Fixated

ResponsePatern=FRP)と い う要 素 、 また は 指標 に 現 れ る。

1.低 度 の原 子 価 構 造(LVS)

以 下 の表1に 示 さ れ て い るVATの 結 果 か ら分 か る よ う に、LVSは 、 全 て の 原 子 価 の 平 均 が 低

く、即 ち、5.0以 下 に な っ て い る。 なぜ な ら ば、VATで は、 一 定 の 原 子 価 が 高 い と して判 断 され

るた め に は、 そ の原 子 価 の 平 均 が5.0以 上 で な け ば な らな い。 換 言 す れ ば、LVSは 、 対 象 が 他 者 と

満足 に繋 が る た め の 手段 が 一 つ もな い とい う こ と を意 味 す る もの で あ り、 「過 少 の原 子 価(hypo-

valency)」 と、 そ れ を有 す る精 神 病 の 患 者 の 特 徴 で あ る と考 え られ る。
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表1.「 低度の原子価構造の一例」

VAT集 計表
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表1に 示されているように、依存の原子価、闘争の原子価、つがいの原子価、逃避の原子価の

低度によって、クライアント(女 性)は 、基本的な絆を構築 し、精神的かつ社会的に存続 してい

くための不可欠な手段を失っている。実際に、セラピス トに出会 う前にクライアントは、殆 どの

人(ゼ ミの担当教員を含めて)と 交流や接触をせずに、大学における学生生活を過ごしていた。

しかし、途中、セラピス トとの治療的出会いによって、クライアントは、最低限の依存の原子価

を取得 し、精神病 とその特徴である連結の欠如の世界に完全に沈むことがなかった。

2.単 一 の原 子 価 構 造(SVS)

単 一・の原 子 価構 造 過 は 、対 象 に は0つ の 強 烈 な原 子 価 しか ない こ とを意 味 す る もの で あ り、 「過

度 の 原 子価(hyper-valency)」 の 特 徴 で あ る。 対 象 は、 強 度 の依 存 、 闘争 、 つ が い 、 逃 避 の い ず
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れかの原子価を示 して、相手の希望 と関係なく、一方的に対人関係 を築こうとする。従って、あ

らゆるマイナス原子価の類型の場合 と同様に、このような一方的な繋がり方は関係の崩壊 をもた

らすことになる。

表2.「 単一の原子価構造の一例」

VAT集 計表
日付:年 月 日 氏名()

応反的定肯
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更 に、 単 一 の 原 子価 構 造 に は、 強 度 の 原子 価 の 類 型 に よっ て、 マ イ ナス 依 存 の 原子 価(-DV)、

マ イナ ス 闘 争 の 原 子 価(-FV)、 マ イ ナ ス つ が い の 原 子 価(-PV)、 マ イ ナ ス逃 避 の 原 子価(-

FlV)が 含 まれ る。 上 述 の 表 に示 され て い る の は 、-FVを 持 った あ る ク ラ イ ア ン トの 例 で あ る。

ク ラ イア ン トは 、 条件 、状 況 、相 手 を 問 わず 、 強 烈 な 闘争 の 原子 価 に よる繋 が りを試 み た り、 相

手 か ら要 求 した り しな が ら、失 敗 を繰 り返 し、長 年 の 間 、孤 独 を体 験 し続 け て い た 。

既 述 して い る よ うに、 こ の よ うな マ イ ナ ス原 子 価 構 造 は 、 人格 障 害 と深 く関 連 して い る と考 え

られ る 。例 え ば 、 第10章 に述 べ られ て い る よ うに 、-DVは 、依 存 性 人格 障 害 と、-FVは 、妄 想
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性人格障害と、-PVは 、演技性人格障害と、-FIVは 境界性人格障害等 と強く関連している。

3.多 原子価構造(PVS)

多原子価構造は、未分化の原子価の特徴であり、対象は全ての原子価が高 くなっている状態に

相当する原子価構造である。この場合は、対象は、全ての原子価 を示すことが出来るので、特定

のACVを 持たない。従って、クライアン トは、一方的に相手に対 してあらゆる原子価類型 を表

し、働きかけることが出来る。しかし、相手に対して働きかけることと、相手と繋が り、安定し

た絆を築 くこととは異なることである。

表3.「 多原子価構造の一例」挿入

(一般用)
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ACVの 機能の一つは、相手の注意を引いた り、相手に刺激を与えたり、自己の一定の原子価に

よって 「繋がりたい」願望を意識 ・無意識的に伝えることである。従って、活動原子価の欠如に
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よって、相手がその願望を感知した り、それに刺激されたり、それに対 して適切に反応 したりす

ることが出来ない。換言すれば、このようなマイナス原子価を持つ人は、多 くの道具を持ってい

るがそれらを使いこなせない人のようである。未分化の原子価は、使いこなせない道具のように

役に立たないだけではなく、本人の対人関係の構築過程をも妨げる。

上述の表は、VATの 結果から見た未分化の原子価の一例である。集計表に示されているデータ

は、「友達 もなかなか出来ないし、彼女もいない...女 の子 と付 き合ったことがない...親 との

関係が最悪...い くら努力しても同じです...僕 には何が悪いかさっぱり分か りません」と訴え

る27歳のクライアントのものである。表に示されているように、全ての原子価に関して、高い得

点(平 均値)が 得 られている。 クライアントは全ての原子価の人と繋がることが出来るけれども、

繋がってくれる相手がいない。それが彼の原子価がもたらしたパラドックス、あるいは悲劇であ

る。

4.低 度の協同指標(LCI)

協同指標 とは、他者 と協力 し、共同作業に参加 したり、それに貢献した りする能力を測定する

ための指標である。平均値の高い(6.0以 上)協 同指標は、その能力が高いと言うことを意味する。

逆に、低度の協同指標(平 均=4.0以 下)、 あるいはLCIと は、その能力が欠如しているまたは低下

しているということを表 しているものであり、マイナス原子価における一つの特徴である。即ち、

他者 と安定 した絆を築いてい くための手段の欠如、及びLCIに よってマイナス原子価を持つ人は、

グループと結合 し、共同作業に積極的に参加 し、貢献することが困難である。多原子価構造の例

として上に取 り上げている表3の 場合も、共同指標の平均(CI=3)か ら分かるように、このよ

うなLCIが 見 られている。

5.固 定された反応パターン(FRP)

マイナス原子価の もう一つの特徴としては、固定された反応パ ターン(FRP)と いうものがあ

る。FRPと は、対象がVATの 項 目(刺 激)に 対 して、常に同じ 「反応の表現方法」を示す傾向を

意味するものである。即ち、対象は、項 目に関係なく、常に 「情動的反応」のみ、「曖昧な言動」

のみ、「知性的反応」のみを示すということである。上述の多原子価構造の例においては、対象

が示 している反応表現方法の殆は 「情動的反応」である。

FRPは 、抑圧の結果である。マイナス原子価の人は、幾つかの反応の表現方法を抑圧すること

によって、他者との繋が りの可能性を狭める傾向がある。

終わりに

VATは 原子価の類型を査定するテス トだけではない。本稿は、VATに よりマイナス原子価の

査定というもう0つ の可能性 を示すものである。マイナス原子価 とは、原子価の病理的形態であ

る。ここでは、VATの 結果から見たマイナス原子価 を表す諸基準或いは指標について詳細に述

べ、VATの 更なる可能性を吟味 した。本研究では、VATに おける 「低度の原子価構造(LVS)」 、
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「単0の 原子価構造(SVS)」 、「多原子価構造(PVS)」 、「低度の協同指標(LCI)、 「固定された

反応パターン(FRP)」 は、マイナス原子価を指し示す指標 として用いることを示唆 している。し

かし、ここで最後に強調 したいのは、これらの指標や基準が絶対的ではないということである。

勿論、これはマイナス原子価に限ってということではなく、VATに よる査定の結果全体に対して

言えることである。VATだ けで、対象の原子価構造を決定することは、不十分な場合もある。従っ

て、クライアント・セラピス トの治療的関係の場合は、クライアントの原子価構造に関する結論

を下す前に、VATに よって得られた結果を、臨床的にも検証していかなければならない。換言す

れば、セラピス トは、治療的関係 を通じて見られる臨床的事象(例 えば、マイナス原子価による

転移、逆転移など)の 分析によって、VATの 結果から読みとられるクライアントの原子価構造や

類型が反映されているかどうかを確認する必要があると考えられる。
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